
●医療の目的 質の高い医療を安全に提供する病院

●病診（病）連携 地域に貢献する病院

●教職員のあり方 人間愛を共有する病院

●職場環境 楽しく明るくチャレンジする病院

●生涯教育 良き医療人を育成する病院

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます
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Executive Message

日本では超少子高齢化
に伴う生産年齢人口の減
少、労働力の高齢化が問
題となっていますが、こ
れは、医療従事者を取り
巻く環境においても同様
です。若年層の人口減少
の中で医療専門職の養成
にも大幅な増加は期待で
きなくなっています。

そんな中で、質の高い医療提供体制を構築するために
は、医療従事者が健康で安心して働くことができる環
境整備を促進することが重要です。
2022年度の診療報酬改定では重点課題として「安
心・安全で質の高い医療の実現のため医師等の働き
方改革等の推進」が打ち出されています。2018年に
「働き方改革関連法」が成立し、今まで使命感で働い
ていた医師にも時間外労働の上限規定が施行されま
す。2024年度施行までの猶予期間は2年を切りまし
た。そのため、多職種へのタスクシフト（業務の移
管）・タスクシェア（業務の共同化）が展開されてい
ます。看護部門の代表的なタスクシフトとして、特定
行為研修を修了した看護師や診療看護師の育成が挙げ

られます。研修修了者の活動が始まり、医師のタスク
シフトによる負担軽減だけではなく、医師を待たなけ
ればできなかった医行為が遅れることなく、適切に提
供できる機会が増えています。看護職の負担軽減のた
めにもタスクシフト・タスクシェアが必要になりま
す。それはチーム医療の一員である看護補助者とより
効率的な業務分担と協働を進めていくことです。ま
た、血圧計や体温計、血糖測定器などの数値を自動的
に読み込み記録してくれるITを活用したタスクシフト
も進めていきたいと考えています。
医師のため、看護師のためだけではなく、病院すべ
ての部門でタスクシフト・タスクシェアを進めるため
には、業務を引き受ける側の余裕を検討、かつ、引き
受ける内容に対する知識や技術を担保することによる
安全性の確保が必要です。そして、最も大切なのはタ
スクシフト・タスクシェアをする側とされる側の相互
理解であり、その上で、共通認識を持って意識改革を
進めていかなければなりません。ある職種の残業削減
や負担軽減が最終目的ではなく、働きやすい、働きが
いのある職場作りとともに、「患者が最善の医療を受
けられること」が目的であることを忘れずにタスクシ
フト・タスクシェアに取り組んでいきます。

副院長／看護部長・認定看護管理者

髙 橋 初 枝
Hatsue Takahashi

タスクシフト・タスクシェアの推進 
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昇任紹介

昇任紹介

2022年2月1日付で東邦大学医
学部腎臓学講座（佐倉）教授を
拝命いたしました。私は1997年
3月に東邦大学を卒業し、腎臓学
講座（大森）で蛋白尿から移植

までの腎臓病の生涯医療を学びました。2011年には
米国Cleveland Clinicに留学をさせていただき2年間
をOhio州で過ごしました。その後、2016年に腎臓
学講座（佐倉）立ち上げのため異動し、佐倉内科の一
員として総合腎臓病診療に勤しんでいます。また、
2021年7月より院長補佐として医療連携・患者支援部
門を担当しております。地域の皆様に東邦大学の有す
る機能が最大限活用いただけるように職責を果たして
いく所存です。
講座のテーマは「腎臓病と健康」です。腎臓病はた

んぱく尿や血尿から始まり、時に急性の経過を辿り、
時に慢性の経過を辿りながら、時に透析療法・腎移植
を必要とする疾患群です。腎臓病の診療には「腎炎・
ネフローゼ症候群」の領域、糖尿病や生活習慣病によ
る腎障害の進展抑止を目指す「慢性腎臓病（CKD）の
重症化予防」の領域、腎臓の働きが低下して、健康維
持が難しくなる「末期腎不全の健康管理」の領域があ
り、様々な診療の場面で起きうる「急性腎障害への対
応」があります。末期腎不全にならないための最大限
の努力とともに、もし腎臓を失っても、健康の全てが
失われないように、価値のある人生が長く続くことを
目指していきます。
皆様のご期待に添うべく、精一杯努力してまいりま
すので、なにとぞご支援を賜りますようお願い申し上
げます。

4月1日付で、佐倉病院内科、
臨床教授を拝命しました。
私は、1991年に千葉大医学部
を卒業、同呼吸器内科に入局いた
しましたが、縁あって、1997年

4月に、佐倉病院内科に助手として赴任いたしました。
当時、内科の定員は20名、病床数300床、呼吸器内科
は医師2名のみでしたが、患者数は多くなく、軽症の方
から重症の方まで、専門外の疾患も含めて、いつでも制
限なく受診いただくことができました。
21世紀になり、新臨床研修制度がはじまり、新棟が
でき、電子カルテが導入され、病院は大きく変貌しま
した。同時に、本格的な高齢化社会が到来、医療の高
度化もあり、医師不足、医療崩壊の時代がはじまりま

した。病院の役割も大きく変化、特に、救急体制の強
化が急務であり、私は、救急部副部長として、救急体
制の改善に着手いたしました。一方、肺癌等の医療の
急速な進歩により、呼吸器内科診療は、より高い専門
性を求められるようになり、また、地域の医療状況の
変化により、呼吸器内科の患者数も急増、医療連携の
強化が一層、重要になりました。
2012年、前任者の退職により、私が呼吸器内科の
診療責任者となり、以後、地域の皆様の多大なる理
解、協力のもと、診療体制の維持、発展につとめてま
いりました。それから10年、新たな職位をえて、勤務
を継続させていただくこととなりました。引き続き、
よろしくお願いいたします。

腎臓内科　教授

大橋 　靖　おおはし　やすし

内科　臨床教授

松澤　康雄　まつざわ　やすお



昇任紹介

新任紹介

2022年4月1日付で耳鼻咽喉科
の臨床教授を拝命した太田　康で
す。私は以前から好酸球性鼻副鼻
腔炎に代表される難治性鼻副鼻腔
炎の治療、また原因解明などに携

わってきました。この疾患の患者さんは、一度獲得し
た病態が消えることは無く、一生その病気と闘ってい
くことになりますので、いろいろな面でかなりの負担
になります。鼻副鼻腔手術（今は全例内視鏡です。）
を施行しても比較的早期に再発してしまう、という厄
介な疾患です。世界中の鼻、アレルギー疾患に関わる
耳鼻科医、また患者さんがその原因究明と治療方法の
開発を望んでいました。2，3年前から生物学的製剤の
開発、治療応用が進み、特にIL4レセプター阻害薬に

よって病態をかなり軽減することができるようになり
ました。しかし、依然として病態の原因は解明できて
いません。また、半永久的に薬剤を使い続けなければ
いけない、という課題が残っています。これらの問題
の解決法を探しつつ、今後も難治性副鼻腔炎の診療に
携わっていきたいと思います。
鼻涙管閉塞も佐倉病院が多く扱っている疾患の1つ
です。眼科の先生方と一緒に行っている鼻内視鏡下涙
嚢鼻腔吻合術は、おそらく関東では1、2を争う件数だ
と思います。
しかし、その手術成功率をさらに上げるためには、
まだ努力が必要です。今後さらなる東邦大学医療セン
ター佐倉病院耳鼻咽喉科の発展と、地域への貢献に力
を注いでいきたいと思います。

2022年4月より東邦大学医療セ
ンター佐倉病院膠原病内科に赴任
致しました金子開知と申します。私
は2005年に東邦大学医学部を卒

業し、東邦大学医療センター大橋病院にて初期研修を
行いました。2007年に東邦大学医療センター大森病院
膠原病科に入局しリウマチ膠原病の診療を行ってきまし
た。2012年にステロイド性骨粗鬆症の研究で学位を取
得しております。2018年から米国のニューヨークにある
Hospital for special surgeryにて骨代謝に関する基
礎研究を行ってきました。
膠原病とは、全身の血管や皮膚、筋肉、関節などに
炎症が見られる病気の総称です。膠原病は、患者さん

個々にさまざまな症状や合併症を呈する慢性の病気で
す。いまだに原因が特定できない病気ですが、近年、
膠原病の治療は大きく進歩し、症状を抑えられるよう
になってきています。当科は、関節リウマチ、全身性
エリテマトーデス、強皮症、皮膚筋炎/ 多発性筋炎、
混合性結合組織病、シェーグレン症候群、リウマチ性
多発筋痛症、血管炎症候群、強直性脊椎炎などのリウ
マチ膠原病の患者さんに対して最新の医療を提供する
ことを目標としています。また、痛風や偽痛風、骨粗
鬆症などにも対応しております。最新の治療薬を含め
た適切な治療方針を患者さんと共有しながら治療選択
し、安全で質の高い医療の提供を心掛けていき、患者
さんのQOL（生活の質）の改善に努めていきます。

耳鼻咽喉科　臨床教授

太田 　康　おおた　やすし

膠原病内科　講師

金子　開知　かねこ　かいち
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2022年6月8日（水）に第21回 医療連携セミナー
を開催し、院内外から71名のご参加をいただきま
した。これまで同様に会場とWebどちらでもご参加
可能なハイブリッド形式で開催しました。一般演題で
は「不眠症治療薬の特徴と注意点について」と題して
薬剤部 井澤 香が講演しました。特別講演では「不眠症
に関連する多様な病態の特徴と治療法について」と
題し、メンタルヘルスクリニック 教授 桂川 修一が
講演しました。職種を超えた多くの方々からご質問を
いただき、有意義な会となりましたことに感謝申し
上げます。

皆様との連携のさらなる発展のために、医療連携セミナーは年3回（今後は秋頃と冬頃）を企画しており
ます。すべてハイブリッド形式での開催を予定しておりますが、COVID-19が落ち着いている時期には是非
皆様のご来場をお待ちしております。より多くの方々にご参加いただき、地域との「顔の見える医療連携」、
「対話する医療連携」を目指してまいります。
今後ともご参加のほどよろしくお願い致します。

医療連携・患者支援センター　山本 太郎
第21回　医療連携セミナーを開催して

医療連携セミナー　開催のお知らせ
第22回 医療連携セミナー
●開催日時：2022年9月7日（水）19：00～20：15
●開催場所：東邦大学医療センター佐倉病院　７階講堂
●テ ー マ：乳腺外科・形成外科『乳がん治療の最前線：乳房同時再建』

2022年度　診療体制変更（祝日・土曜）について

以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

※平日同様に外来・手術等をしております。 ※救急のご依頼はお問い合わせください。

平日診療体制 休　診

祝　日
2022年 7月18日（月）
2022年 9月19日（月）
2022年 10月10日（月）
2022年 11月23日（水）

土　曜
2022年 7月30日（土）
2022年 9月24日（土）
2022年 10月29日（土）
2022年 11月 5日（土）

東邦大学医療センター佐倉病院　臨床病理症例検討会は、COVID-19の感染拡大防止のため、しばらくの間公開中止と致します。
（問い合わせ先：教育支援室）

薬剤部　井澤 香 メンタルヘルスクリニック　教授
桂川 修一


